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◇表紙写真説明◇
大型施工機械の導入と早期復旧に向けた施工技術

写真提供：大成建設㈱

本橋は 2021 年 3 月 7 日に開通，新阿蘇大橋は大型インクライン，ACS セルフクライミングシステム
工法や超大型移動作業車などの大型施工機械の導入と高度な施工技術の採用により，標準工期に比べ約
1 年 4 カ月の工期短縮を実現した。熊本地震で分断された交通ネットワークの早期復旧を果たした。
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